
藤原宮南面大垣の調査 (第29-6次ほか)

(昭和55年 3月 ～昭和55年 10月 )

この調査は藤原宮の南西部 にある飛弾町に建設 される体育館,隣保館および

建設予定地への仮進入路等の工事に先 立 って実施 した ものである。調査次数は

体育館予定地を第29-1次 ,隣保館予定地を第29-5次,進入路を第29-6・

7次調査 とした。一連の調査地は,藤原宮南西部か ら藤原京右京七条二坊にま

たがる地域 にあたるので, ここでは宮域の調査結果か ら述べることにする。

第29-6次 調査  調査地 は南面西門推定地の西約60mに あ り,先年,南面

内濠 を検出 した第19-2次 調査地 に西接 している。調査は,南面大垣,内 濠 ,

外濠の検出を目的 とし,南北48m,東西 6mの調査区を設定 した。調査区の層

序 は上か ら耕土,床 土,灰褐色砂質土,黄灰褐色粘質土,黒褐色土,灰色粘土

の順である。藤原宮期の遺構は調査区北半では黄灰褐色粘質土層の上面で検出

したが,調査区南半ではその層がな く,下層にあたる黒褐色土層の上面で検出

した もの もある。 なお,黒 褐色土層

は弥生式上器 (畿 内第 V様式)の 包

含層で ある。

調査の結果,所期の目的通 り藤原

宮南面大垣 SA 2900は ,内濠 SD 502

外濠 SD 501と 東 西 溝 SD 2901を検

出 した。

南面大垣 SA 2900は ,東西方向の

掘立柱塀で 3間 分ある。柱掘形は方

形で,南北約 1.5m,東 西約 2.Om,

深 さは約 0.8mで ある。柱 は南方へ

抜 き取 られてい る。柱間寸法 は,約

266m(9尺 )等 間であ り,東面大 調査地全景 (南西から)
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第29-6次調査遺構配置図 (1:300)

垣の柱間寸法 と一致す る。

内濠 SD 502は, 大垣の北約 12mに ある素掘

りの東西溝で,幅約 2.5m,深 さ 0.65mの 規模

である。 断面形 はU字形 を呈 し,堆積土は 3層

に分かれ る。最上層 の第 1層 か らは多量 の瓦が

出土 したが,第 2・ 第 3層か らの遺物の出土 は

少 ない。

外濠 SD 501は , 大垣の南約25mに ある素掘

りの東西溝で,幅約 6.Om,深 さ 1.3mの 規模

である。 断面形 は逆台形状 を呈 し,堆積土 は 5

層 に分かれ る。遺物 は最上層 の第 1層 か ら第 5

層 に至 るまで,瓦 ,土器が含まれていた。 この

ほか,第 3層 か らスッポン,第 4層 か ら木簡 6

点 ,人形 1点,犬・ 馬骨が出上 した。

東西溝 SD 29011よ ,大 垣の南 1l mに ある素掘

り溝である。幅約 0,7m,深 さ 0.25mで ,東面

大垣の東方 にあるSD 2295,お よび北面大垣北

方 の SD 144(奈 良県教育委員会編『藤原宮』

昭和44年)と 同 じく,宮 の四周をめ ぐる溝 と考

え られ る。

遺物 には木簡,木製品,瓦 ,土器,動 。植物

遺存体があ り,主 に内濠,外濠 か ら出土 した。

木簡は外濠 か ら 6点 出上 しているが,そ の中に

は大宝令あるいは浄御原令の篇名の一つである

「考仕令」 と記 された断片があ り,注 目される。

木製 品では外濠 か ら出土 した人形がある。長

さ16.2 CIIl,幅 3.7 Crll,厚 さ 0.4 Cmで ぁる。頭部

は円形 にかたどり,顔面は両眼を快 り込んで表
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イまな い。

の心 々距 離 を求 め る と,各 々11.5m,  外濠出土人形

る。一方,今調査地では,南面大垣 と内濠間が11.65m,

。第 1次調査の成果 と比べて,大垣 と内濠間の距離 には

は,今回の調査 区の方が約 4.5m広 くな っていることが

次調査区と今回の調査区を結 び,大垣・ 内濠 。外濠 の振

内濠が方眼方位に対 し,西 で約 46〃 南に偏 しているのに

軒平瓦実測図 (1:4)
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対 し,外濠 は, 1° 37′ 57″偏す ることになる。南面大垣 と外濠 間の距離が南面中

門以西で徐 々に広が ってい くのか,或 いは, その広が りが宮の南西隅 に近 い当

地域だけの現象 であるのかの解明については今後の調査 を待 ちたい。

第20-7次 調査   この調査は,六条大路の検出を目的 とし,第 29-6次調

査区の南約35mと 55mの 地点 に各々東西幅 3m

の調査区を設定 した。 南区は南北12m,北 区は

南北10mで ぁる。調査区の層序 は両調査区 とも

表土 ,耕 土 ,暗褐色上の順 にな り,暗褐色土層

は弥生式土器包含層である。遺構 はこの暗褐色

土層の上面で検出 した。

南区の遺構 には,藤原宮期の東西溝 S D 2909

と弥生時代の溝 SD 2912・ 2914。 2917・ 2918,

土壊 sK 2911・ 2913, それに中世の小溝がある。

藤原宮期の SD 2909は 幅 1.6m,深 さ 0.2mの

素掘 りの溝である。堆積土 は 2層 に分かれ,上層

か ら土師器,須恵器が少量出土 した。 弥生時代

の遺構のうち,溝 SD 2918は 藤原宮期の溝 SD

2909の下 にあ り,幅 2.lm,深 さ 1.2mの 斜行

溝である。土壊 SK 2913か らは畿内第 Ⅲ様式 ,

そのほかの遺構か らは畿内第 V様 式の弥生式上

器が出上 した。

北区の遺構 には藤原宮期の溝 SD 2915・ 2916

がある。 SD 2915は 幅 0.8m,深 さ 0.2m,S

D2916は 幅 0.85m,深 さ 0.2mで ある。 両溝か

らはともに藤原宮期の上器が少量出土 した。

今回の調査で検出 した 3条 の東西溝の うち,

南 区にある SD 2909を ,そ の位置か らみて六条

大路 (SF 2910)の 南側溝 とすることはほぼ誤
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第 29-7次調査遺構配置図 (1:200
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りない ものと思われる。一方,北側溝については, その想定位置付近 にほば同

規模 の SD 2915。 2916が あ り, いずれ とも判断がつきかねる。 南側溝 SD 2909

と SD 2915。 SD 2916と の心々距離 はそれぞれ 17.3m,20.8mと なる。六条大

路 の幅員 については,市道拡幅工事に伴 う工事区の壁面調査によって,側溝心

々距離 で約20mの 数値が得 られている。 (第 21-2次調査,概報 8)。 |そ の数値

を考慮すれば, SD 2916を 北側溝 とす ることもできる。 しか し, SD 2916と S

D2915の 関係を六条大路幅員の拡大,縮小の結果 と考え ることもできるので ,

六条大路の北側溝 の確定 は今後の問題 としたい。仮 に六条大路北側溝を SD 29

16と す ると,大垣 と六条大路間の心々距離 は70,8m, SD 2915と すると72.55m

となる。 また南外濠 か ら六条大路 までの嬬地は SD 2916を 北側溝 とす ると南北

幅約32m, SD 2915を 北側溝 とす ると約36mと なる。

第29-1・ 5次調査  この調査は,六条大路 と西二坊坊間路 との交差点及

び右京七条二坊北西坪内の遺構 を明 らかにす ることを目的 とした。調査地は第

29-7次調査南区の西方約50mの 場所である。調査 は 2次 にわたるが,調査区

は東西 に接 してお り,西 区 (第 29-1次)が東西15m,南 北32m,東区 (第 29

-5次 )が 東西35m,南 北23mの 範囲である。

調査区の層序 は上か ら耕土,床土,灰褐色粘質土,茶褐色砂,赤褐色土,暗

灰色粘土,暗青灰色粘土,灰色粘土 とな り,地表下 1.15mに ある灰色粘土層 は

弥生式上器の包含層である。

調査の結果,藤原宮期の遺構 としては,灰色粘土層の上面で土壊 S(2905を

検出 したのみで ある。 SK 2905は 調査区の南端 にあり,一部調査区外 に広がる。

東西 1.8m,南北 1.5m以 上,深 さ 0.4mの規模である。 このほかに,暗灰色

粘 土層の上面で,東西 。南北方向の小溝 を検 出 したが,い ずれ も中世以降の も

のと考え られる。

この調査地では,藤原宮期の遺構は土壊 のみであった。 当初予測 された西二

坊坊間路は遺存 していない。土層の堆積状況か らみて,藤原宮期の遺構 は,飛

鳥川の氾濫等 により,削平 された ものと判断 される。 なお,六条大路 について

は,第 29-7次調査結果か ら,調査区の北方 にあることが判明 している。
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